
 

 

第２７３回 今月読んだ本 

福本和夫 思想の再解釈 

－「福本イズム」から「日本ルネッサンス史論」へ（２６、完）    

 

第１１章 「日本ルネッサンス史論」以降―晩年の福本 

（１９７０－１９８３） 

  

５ 生活 

福本は、１９４２年４月２４日に出獄してから１９８３年１１

月１６日に死去するまで、著述業を貫いた。ヨーロッパ留学前後に

就いていた学校の教師にはならなかった。留学期間を除くと、「給

料取り」であったのは８９年の生涯の中でわずか２年余りに過ぎな

い。 

 福本は清貧な生活を送らざるを得なかった。本郷の菊富士ホテ

ルに逗留できたのは初期３部作がよく売れて印税収入があったから

である。敗戦後の食糧難とインフレは無収入の生活を立ち行かなく

させる。『資本論』初版（原書）など留学から持ち帰った大量の本

を売ってなんとか生活を続けた。 

 石見尚は回想する。 

 

 かれのようなかたい社会科学にかんする著述の出版条件が悪い時

代には、印税収入をえて生活することの苦しさは、並たいてい

のことではなかった。僅かな稿料が入ると、喉から手が出るほ

ど欲しい資料や文献を本屋に注文した。時には、「娘には内緒

だよ」と言いながら、「マルクス主義公論」の印刷費を私に手

渡してくれたりもした。したがって、生活は無駄を省き、きわ

めて質素であった。それがかえって健康によかったのかもしれ

ない。          （前掲『福本和夫』２０８－２０９頁） 

 

 娘の逸子は、１９４２年８月に父、弟の邦雄とともに上京して

から和夫が没するまで、ずっと父の生活を支え続けた。 

 逸子は「父・福本和夫とともに生きて」（前掲『裸像』２４５－２

６２頁）、「父福本和夫の晩年」（前掲『福本和夫の思想』４５４－４５

８頁）の中で藤沢での晩年を描いている。 

 福本は原稿執筆のとき下書きも清書もしない。トイレで構想を練

り、頭の中で出来上がっているものを一気に書く。手許に残す原稿

を書き写すのが逸子の日課だった。 

 「米食は頭が痛くなる」と言って主にパンとコーヒーの食事だっ

た。乳製品や果物も好きだった。煙草も吸わず体質的に酒も飲めな

い。とても冷え性で夏でも靴下をはいていた。四畳半の部屋に大き



 

 

な掘炬燵を特注して、午前中から夕方近くまで原稿を執筆する。周

りに音が出るものがあると原稿が書けないらしく、静かで日当たり

がよく富士山や海を眺めることのできる和室はお気に入りの場所

だった。夜は大好きな西部劇を遅くまで観る。 

庭には柿、イチジク、梨など食べきれないほどの果物が実って

いた。植物も大好きで庭の木は自然のままを好み、枝すら切らせな

い。逸子が父の留守中に剪定すると、すぐに気づいて怒られた。ま

た、祖父と同様に虫を殺さなかった。蚊に刺されてもじっとしてい

たという。世間話をするのが苦手で散髪屋へはとうとう行かず、逸

子がバリカンで調髪をした。待合室で待つのが嫌いで歯医者は苦手

だった。医者に行くのも腰が重くて逸子は苦労する。留学前に身体

検査があり、医者に「心臓が弱いから留学はやめた方がいい」と言

われたが元気で２年半を過ごした。医者のいうことは当てにならな

いから、と言うのであった。 

 福本は決して「世捨て人」ではなかった。福本の業績は忘れら

れていなかった。古希を迎えてからの講演、展覧会などを挙げてみ

よう（既出も含む）。 

１９６６年９月、倉吉市で「福本和夫、引田逸牛二人展」開 

催。１１月には専修大学で講演「社会主義運動雑感」、１２月に

は藤沢市図書館で講演「私の日本文化史研究について」、１９６７

年７月には茅ケ崎文化講座で講演「私の浮世絵研究について」を行

う。１９６７年１０月、朝日放送テレビの「日本この百年－吹きま

くる弾圧の嵐」に出演。１９７０年４月、松江高校の同窓会に参加

し、萩で幕末の反射炉を見学した。 

１９７２年１０月から１１月にかけて、藤沢市中央図書館で「福本 

和夫先生著作四十八年展」開催。１９７３年１２月には東京神田・ 

学士会館で『毛沢東思想の原点』刊行記念会が開かれる。１９７６ 

年には「福本和夫著作活動５０周年記念」集会が開催された（清水 

多吉、廣松渉らの発案、発起人代表は城塚登）。１９７７年３月、藤沢江 

ノ電デパートで「福本和夫書道展」、１０月には江ノ電デパートで 

「福本和夫ふくろう展」（約３００点出品）と「福本和夫著作５０年 

展」が開催。この頃から、疲労のためか風邪をひいたり筋肉痛が出 

たりと体が弱りはじめたという。バスが嫌いでかなりの距離を歩い 

ていた福本は背骨が曲がってよく歩けなくなった。 

１９７８年６月、ＮＨＫ番組「日曜美術館－前田寛治」に出演 

し、１９７９年３月にはＮＨＫ番組「私の自叙伝」で「獄窓１４

年」を語った。同年１１月から１２月にかけて開催された「前田寛

治没後５０年記念展」（新宿・小田急百貨店、兵庫県立近代美術館）に福

本和夫像を出品する。 

１９８０年１０月には江ノ電デパートで「書とふくろう展」、 



 

 

１９８１年７月には米寿を祝う会が藤沢の時宗総本山・遊行寺の書

院で開催される。同年１０月、鳥取県北条町（現北栄町）中央公民

館で「福本和夫米寿、引田逸牛卒寿いとこ展」、１９８３年８月に

は藤沢市文書館で「福本和夫のすべて展」が開催された。 

 前田寛治の絵を収集している鳥取県立博物館の学芸員が何度も自 

宅を訪れた。福本の肖像画を寄贈してほしい、との依頼である。福 

本は「自分が亡くなってから」と断り続ける。絵を見るたびに親友 

を思い出していたではないか。絵を手放すと友がいなくなるような 

気がしていたのかもしれない。 

 １９８３年４月には福本は食事ができなくなる。１１月１６日、 

肺炎のため自宅で死去する。享年８９。無宗教の福本は生前に「墓 

は絶対つくらない。あとの者が困るから」と言っていた。遺骨は市 

営墓地に埋葬された。 

 福本は故郷でも顕彰され続けた。 

 『福本和夫著作集』全１０巻の完成を受けて、２００８年から２ 

０１１年にかけて鳥取県北栄町図書館では「福本和夫を識る」講座 

（第１回「福本和夫と郷土」、第２回「福本和夫の生きた時代」、第３回「福本 

和夫と柳田國男をつなぐもの－低い目線でものを見ること」）が開催され 

る。 

 ２０１５年には、北条歴史民俗資料館（北栄町みらい伝承館）に福本が 

集めたフクロウの置物、絵画、彫刻など約１０００点が寄贈された。 

同年１１月、遺骨が藤沢市営墓地から実家の墓に納骨される（２０２６ 

年１月５日付『日本海新聞』ＶＯＩＣＥ欄、高取正人のコーナー）。 

 ２０１７年１０月から１１月にかけて、北栄町みらい伝承館で「福 

本和夫ふくろうコレクション展～福本和夫が愛したふくろう五郎助 

～」が開催された（高取正人『人間疎外の時代－革命家・福本和夫の真実』小取 

舎、２０２５年、１４９頁）。 

 逸子は福本の生前から遺品、草稿、蔵書などをどこに寄贈しよう 

かと考えていた。１９７６年に蔵書約４０００冊を永久保管ができ 

ない藤沢市文書館に一時的に寄託した。ちょうどその頃、長洲一二 

知事（マルクス経済学者、１９１９－１９９９、知事在任１９７５－１９９ 

５）は県立神奈川近代文学館（１９８４年開館）を設置する構想を 

練っていた。逸子は準備会に出向き、日本近代文学の研究者で初代 

館長となる小田切進（１９２４－１９９２）に寄贈を提案し、「福本 

和夫文庫」として収蔵されることになる。 

 １９８９年、神奈川近代文学館は『福本和夫文庫目録（収蔵文庫 

目録５）』を刊行する。福本和夫の蔵書、原稿、書簡などの目録で 

ある。収録点数は特別資料３１５５点（原稿１５６点、書簡２４０３ 

点、その他の資料５９６点）、図書２３２１点 ２７４７冊（うち、著 

書・作品収録図書７１点・７７冊）、雑誌４７誌・１６９冊。主な資料 



 

 

は、ライフワークの『日本ルネッサンス史論』の原稿・草稿、獄中 

ノート、『日本近世の文化革命』などの原稿・草稿、福本和夫宛て 

書簡、書、遺品など、そして著書、執筆のための参考図書、執筆誌 

を中心とした雑誌となっている。 

 

福本イズムから日本ルネッサンス史論へ。表層だけを眺める 

と、福本は思想的立場を大きく変えたように見える。戦前の左翼思

想家が戦後に復古主義へ鞍替えすることは珍しくない。福本もその

一人だろう。そう考える人は少なくないはずである。 

 本稿で論じてきたように、福本イズムが日本ルネッサンス史論へ

収束していく道行きには通奏低音が静かに響いている。「自主性・

人間性の回復へ」、それである。福本は「転向」していない。 

 福本は自身の思想を踏み台にしてほしいと願っていたはずであ

る。日本近世、近代、現代を俯瞰する新たな思想の誕生が望まれる

のである。 

 

あとがき 

 

本稿は、橋田邦彦論（『橋田邦彦・アーレント・現象学―生活世界にお

ける公共性と倫理』２０２３年、小取舎）、宇沢弘文論（『宇沢弘文「社会

を治す」―社会的共通資本の再解釈』２０２４年、小取舎）に次ぐ思想家シ

リーズの第３弾である。橋田、宇沢、福本に共通するのは鳥取県出

身であることだ。出身地はそれぞれ倉吉町（現倉吉市）市、米子

市、下北条村（現北栄町）である。 

３人の政治的思想的立場は大きく異なる。「右」とか「左」と 

かいった思想的分類がもはや有効とは思えないが、あえてレッテル

を貼ってみよう。橋田は結果的に「右」、宇沢は真ん中より少

「左」（リベラル）、福本は「左」となる。  

医学者であった橋田は、本人の思いや意図に反する形で政治に

翻弄され、第２・３次近衛文麿内閣、東條英機内閣の文部大臣に就

任する。宇沢はよりよき資本主義社会を求めて理論構築（「社会的

共通資本」論）に邁進する一方で、成田空港問題を調停するために自

民党の大物である後藤田正晴（１９１４―２００５、警察庁長官、官房長

官、副総理などを歴任、「カミソリ後藤田」と呼ばれた）に力を借りる。福

本は一貫してマルクス主義者である。 

なぜ、筆者は３人について論じようと思ったのか。同郷の思想

家であること。これだけでは「なぜ、この３人なのか」の理由には

ならない。筆者が３人に惹かれたのは、橋田、宇沢、福本の前半生

と後半生の間にきわめて大きなギャップ（思想的にも境遇も）がある

ことに気づいたからである。中でも、福本の生涯と思想の変遷には



 

 

魅入られた。福本は底なしのクレヴァスをみごとに越えていった。

ぜひとも生涯にわたるそのプロセスを語らなければならない、と考

えたのである。 

個人的な思い出をお許しいただきたい。 

筆者が小学生の頃、福本の生家がある田井集落から南に３キロ

ほどのところにある母方の祖父母の家によく遊びに行っていた。仏

壇の続きの間には福本和夫が墨で描いた色紙サイズのフクロウの

絵、応接間には前田寛治が庭の木を描いた子どもの背丈くらいある

絵が飾ってあった。１９０３年生れの祖父から福本和夫や前田寛治

のことを何度も聞いたはずだが、全く覚えていない。 

あれから半世紀以上が経った。今でも「福本＝フクロウの絵、

前田＝暗い絵」のイメージが時折鮮明によみがえってくる。祖父母

宅はすでに取り壊された。広い敷地はソーラーパネルで埋まってい

る。福本と前田の絵の消息を、私は知らない。 

本稿を書こうと思い立ったのは前著『宇沢弘文』刊行後の２０

２４年の秋である。しかし、ここ数十年、福本和夫や前田寛治のこ

とをもっと知りたいと潜在的に思い続けてきたような気がする。あ

の２つの絵が遠因なのかもしれない。 

 本稿は定有堂書店ホームページ（https://teiyu.na.coocan.jp/）に 

２０２５年１０月から２０２６年４月まで掲載された「福本和夫 

思想の再解釈」（全２６回）である。元定有堂書店店主の奈良敏行

さんには心から感謝を申し上げたい。 

                  ２０２６年４月 
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第２巻 経済学批判の方法論       １９７１年 
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